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I 

戦後のイ ンドネシア研究はアメリカの大学を中心とし

た研究者によ って，政治，経済，社会の分野において注

Hすべき成果が発表されている。この成果のなかに戦前

のオ ランダ人の研究にみ られなかった新しい仮説を立て

た C.Geertzを中心とした社会人類学，じ． M直 urnan

Kahinを中心とする政治学の分野においてその成果は4か

に注目すべきものがある。

ここに紹介する AliceG. Dewey(}.)研究は C.Gecrtz 

を中心とした社会人類学グルーフの実体調介に基づく共

同研究の一部をなすものである。したがって Dewey(J）

業績を紹介するにはそのグルーフの指瑯的役割を果にし

た C.Geertzとその固僚0)業績を紹介することが必要で

ある。それから Deweyの研究のこのグループにおける

位性と意義についてのべることとする。

II 

恥 weyの研究は1作年発表されたが， 彼女の所屈した

C. Geertzとそのグ）レーフの研究は 1952年から1954年に

かけて行なわれたものである。

このグ）レープの研究は Massachusetts Institute of 

Technologyの TheCenter for International Studies 

の企画0)一つである。 C.Geertz等は Harvard大学の

出身者で，これに Yale大学の人類学的言語学者 R.s. 

l-Ienclon教授が参加し，チームを緬成したのである。

現地調壺はこのグ）レープが1952年11月に Javaに到着

し， 1954年 7月に帰国するまでの 1年 8カ月行なわれた。

この問，最初の6カ月はインドネシア語の知識0)完成と

ジャワ語の学習と調査地点の選択のために費され， 1953

年 6月に中部ジャワの一小都市一ーすべての論文で Mo-

cljokutoと仮称 されている が選択 され，•••行がこ こに

居を移して，多数の imformantsを使っての現地調在が

行なわれた。

この視地調査団の構成は，

Rufus S. Hendon 言語人頬学専攻 (Yale大学）

辿

馴 wardJ. Ryan .ji維（喬社会

Robert R. Jay 村落社会

Alice G. Dewey 農民の市拗収iJI 

これらの（う人の人は Harvard大学の出身者である。

この現地闘征の報告は，はじめ MlMEO様式あるい

は雑誌論文として発表され，最近にいたって正式出版と

して次の三つの文献が公表された。

l. Clifiord Geertz, Religion of Java, The Free 

Press of Glencoe, New York, 1961. 

2. Hildred Geertz, The Javanese Family, The Free 

Press of Glencoe, New York, 1%2. 

ふ Alice.G. Dewey, Peasant Marlwting in Java, 

The Free Press of Glencoe, New York, 1962 . 

.::.)I，らの成果はいずれもきわめてすぐれたもので，特

に C. (;eertzの分析は， ジャ＇）人社会における 1旦1教信

仰からみた社会階層分析の仮＆として，現在のジャソ人

社会の政治，経済構造の分析に必ず使われる Abangan,

Santriおよび Prijaiの三つのカテゴリーをたてた。 C.

Geertzのこの考え方は， Max Weberの宗教社会学に

おいて試みられた9柊教倫理と経済倫理との関係を，三つ

のジャソ人社会における主要な宗教的 ・文化的社会集団

について朽察 したのであ った。C.Geertzしま AbanganO) 

信仰は， lill教渡米以前のアニミズム，仏教およびヒンズ

ー教がJc1I教と混合したものであり，この信仰をもつもの

はかるうじて自給自足的農業を維持する農民の集団と規

定している。ま た Santriは回教に対して敬皮な信仰態度

をもら，回教近代主義の影響をうけ，経済合理主義に適

応し，廂業貿易に従事している鉗団であると規定してい

る。さ らに Prijaiは宗教的には Abanganのよ うな Java

Islamではなく，祖た Santriのように純粋の回教に近い

信仰の持主ではなく，多分にヒンドウ的要素の強い回教

侶仰をもっていた。かれらは社会的身分としてはRaden,

Raden Mas (!)ような種々の称号をもつ貴族出身者であ

り， Abangan,Santriより高い旧封建支配階級であった。

かれらの経済的基礎は政府官僚としての地位，権力のな

かにあ った。

ジャツ人社会における宗教1:1り信仰と経済的行動の間に

一定の相互関係を発見することに成功したことは， C.

Geertzの社会学的アプローチ0)-•つの成果として，現在

の段階で高く評価されている。
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C. Geertzの主論である Religionof Javaが1962年に

刊行されるまでにかれは，

l. The Development of the Javanese Economy: A 
Socio-Cultural Approalh, M. l. T., 1956, 136 p. 
(M[ME(））． 

2. The Social Co叫extof Economic Change: An 

Indonesian Case Study, M. I. T., 1956, 179 p. 
(MlMEO). 

3. "Religious Belief and Economic Behavior in a 

Central Javanese Town: Some Preliminary Con-

siderations", Economic Development and Cultural 

Change, Vol. IV, No. 2, Jan. 1956, pp. 134~158. 

等を発表している。 A.G.Deweyその他このグ）レープ

の人の研究を取りあげる場合， • `応レファレンスさオしな

Iヽ一月しばならない研究である。

このグループの成果は C. Ceertz夫人 (J)llildred

Geertz O) "The Family of Java"のほかにも Robery

R. Jayの論文としては Harvard大学JW-J_：論文として提

出された， “Santriand Abangan: Religious Schism in 

Rural Central Java" 1957がある。Jayはこのほか

Village Life in Javaおよび “Local Government in 

Rural Central Java," Far Eastern Quarterly, Feb. 1956, 

pp. 215~227.ぐ加の業納があるし

Ill 

以上の よ うなクル ー ブ研究の一•J屎としCOJ Alice G. 

Dewey O) Peasant Marketing in Javaは東部ジャソ

の Brantasii1}・ドにある人 1:11万8(）（）（）のlllJ・('Modjokuto

と仮称された小さな町における具体的な農民の市場取引

をとりあげて，ジャワ人社会におけるこの問題の一般的

な姿を追求 している，すなオ）t,,Deweyはこのことにつ

いて，「ジャリの東I-11部における特殊な市場を調在して，

私はより）Lくい関係に市場制度全体を取1）1のパターンと

農民社会の社会経済的なパターンの間の，機能的な関係

を示して，関連5けることを試みた」とのべている。こ

の意味においても，農民の生活に密着している市場取り1

についてこの研究0)ように深く堀り下げた成果はこれ以

前にはなかった。戦前のオランダ人の成果は村落共同休

の機能，あるいは恨習 (Aclat-isti-adat)と恨習法 (Aclat

Recht)の研究が主体であり， また村洛内の authorityと

leadershipの研究が中心で，村落1こすむ農民の生活0)-

端をとらえて分析したものは非常に少ない。わずかに

1904年に発表された C.Th. Van Deventer O) Overzicht 

van. d切 EconomischenToes/and der lnlandche Bevol-

king op Java en Maduera,（注， この論文は Indonesian
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Economics-Selected Stadies on Indonesia by Dutch 

Scholaks, 1961に従訳がのっている）。あるいは，最近

では H.Ten Damの論文， “Coopereren Vanuit het 

Ge7-ichtspunt der Desaslructuur in Desa Tjibodas", 

lndonesii¥ IX (1956), 89~116 pp. 

こJLらの文献も1貞接殷民の市場取り 1には ふれてい な

い。この種の研究がないことについて DeweyはそI}).fl-|！

l.l1を二つあげている。その一つは経済学者の側から(‘j濃

民市場取引は低開発地域が提起している比較的大きな間

辿にくらべてあいまいであり，また重要でないと考えら

れているからであるこ と， さらに殊に資料の収集が非常

に難 しいことが問題を一層収りあげに くくしていること

を指摘 している。また他方，人類学者の側からも忘オしら

れていることを指摘して， 従来人類学者は大体において

文化的に原始的な民衆0)生活を対象とした。 しかしより

大きな農民社会の研究が重要になってきたとき，理論的

考察と実際的限定とから村落を対象とすることが望・よし

いようになった。ここに Deweyがこの問題をとりあげ

ようとしているという彼女の、意図を明らかにしている。

したがって，この研究は社会をのも 0_)の研究ではなく ，

社会での活動0)型，流通交換およびその社会に参加して

いる民衆についての研究であるとその意図を明らかにし

ている。殊に各種の社会を結びつける重要なメカニスム

の一•つ として の市場に焦点をおいて II/.1 々 0) ．弔位の性質，

ならびに個々の単位の間の結びつきを明らかにすること

を研究の第 1/J.)目的とし，農民社会における経済組織の

相互依存関係の研究を第 20)H的とし， ジャ ツ人商人の

型とより資本家的な華僑，ィンド人，アラプ人およびオ

ランダ人との関係の分析を第 3の目的としている。

IV 

次に この調祉にはどの ような方法が適用されるか。す

なわち，原始的な社会および農民の社会の経済の分析に

西ヨ ーロ ッパ経済に適用される基本原則を使うべきか否

かの問題。この問超は Deweyによると十分に検討され

にということである。そして Deweyはインドネシアの

農民経済を研究する場合の古典的名著といわれるオラン

ダの学者 J.H. Boekeの学説の検討からはじめ， Eco-

nomics and Economic Policy of Dual Societies as 

Exemplified by Indonesia, 1954とDorpen Desa, 1934, 

の二つの代表作にあらわれたBoekeの理論を批判してい

る。こ 0_)批判は Boekeの村落共同イ本の把握の仕方につい

て問題にしている。かれの理論0_)なかにあ らわれる「共



|IIl（本的な原則0)第 20)決定要素は生存のための農業であ

る」， あるいは「市場のための農業生産は純粋の東方型

の村治にまった＜ 相い，！lないものである」， 「生存のため

の農民が村落生活の特徴である」， 「村格は自然的共同休

である」涼々の規定の仕方につい-cDewey(,、J炭論をも

Iぅ，実体調＿脊の結果はこ の見解に対立する とのべてい る。

＇として Boekeが「純粋の東方型の村落」について捉起し

ていることは高疫に理想化された共同体の姿であって，

このようなものが存在しないことはBoekeも知っていた

はずであるとのべている。この問題について補論として

でなく， 本論でも っと深く 追求されるならば，この成果

の意義はさらに大き くな ったともいえる，

V 

.:::. u論 文0)邸図してし、るところ1,．J'こと（J）却姐（J）ようにジ

ャリにおける農民の流通機構についての分析であな構

成を大別すると， 前半において農民の経済生活における

巾珈副lの構造，後半で農民の市場取ヽ月の実体調低と，

農村の手」：染，家内＿「業 と市場との関係を中心とした11俎

村l業製品の流通閃係の実体調脩を発表し ている Q

前半の総論的な部分は，農民経済体糸における内部巾

場の性格，経済柚必への社会的要索の影梱，ジャ 'J人1}、J

部市場の構造 Modjokutoの中央市場一の 3鍬 C.・

ある，

農民経済体系における部内 •11 l場の性格の粕．ではシ ャ'}

牒民社会における経済It朴；!11'こ密沿する市場の性格につい

ての分析である。冒頭において人 口の大部分を占める農

民の経済生活にもっとも密接な関係をもつのがこの研究

り）対象である市場 インドネシア 111りではオランタ晶か

ら転化した Pasarである。この Pasarはジャ＇］に限ら『

インド ネンア全域にみられ， 大は Djakarta,Surabaya 

等の大都市から小は小さな町一ー主としては届l]郡長の所

在地一ーにいにる主で所在している。 この Pasarという

名で総称される市場は，狭域経済では一つの苗Illiliを単位

としに地域における農村とその近くの苗1Jlll；長所在地市場

との間の流通関係をもつ市場と，広域経済では，この小

都市の市場とより広い地域の都市との間の流通関係をも

つ市場のネントワークをつくりあげている。この研究は

広域経済と狭域経済との流通 0)接、点とな る小都 市の

l'asarを対象として，両方の地域経済をとらえようと し

ているのである。

次に，ほかの国の同様なifi場構造につい -C Malaya, 

¥Vest Africa,'Guatemala,における農民の流通経済につ

書評

いての共通のパターンを求めてい るc

経済構造に対する社会的要素の影盤の草では，社会的

諸要素と時間， 賃労働および視金の相互関係，経済構造

へのジャリ人社会構造の影開都市化の意義，蔀僑社会

構辿とその曲恨苦に対する I:½!係等の基本的な問題を追求

している。殊I'こ経済構造へのジャ ツ人社会構造への影聾

と華（喬社会構造と その商恨街に対する関係の項は， ジャ

ツにおける流通機構0)村蕗段階の＇苓細な地域内の取引を

担うジャワ人と比較的広域的に華（喬社会を背娯とする独

|]の流通機構をもつ華僑， この二つの種族の社会構造が

経済構造に影響を及ぼ している諸要素を とりあげ てい

る。ジャ ＇）人 の場合にはlfll族関係，村落社会構造， 宗教，

政治，階級の間胆がとりあげられており，蔀僑社会の問

題としては出身地別拒団の結合Illi系を中心としてかれら

の曲柑t皆に対する態疫に及んでいる。しかし，華僑につ

いてはほ とんどその大要を0)べたにすぎない。禅僑の間

辿はむしが1,,部ジャツの北料の Semarangの崩僑を取り

あげた DonaldE. Willmott, The Chinese of Semarang: 

A Changing Minority Community in Indonesia, Corne! 

Univ. Press, 1960, 374 p.がすぐオした分析を行な ってい

る（次の機会があれば紹介する）e'

前述のジャ＇）人社会の ，，山述（J）とこらで l)ewey/J)グル

ーフの枯本的な仮，説である SantriとAbanganの理論を

餅究対象OJModjokut(）の市場をめぐる社会牒様にあて

はめていることに注l-IしなけALばならない。 Deweyは

「ジャソ人は二つの主要な末教区分の一に属す，すなわ

ち， I!!・1教徒 (Santri)と非lnl教徒 (Abangan)」と のべてい

る。 Santriと Abanganを回教徒と)|3回教徒と強い区別

の仕方を していること が他の同じ グループの人と異なっ

ている。 Deweyは Abanganをジャツ人の宗教である

Agama Abangan/Jパ遠者として いる。 この Agama

Abanganは Animism,Hinduism, BuddhismおよびIslam

が趾合したもので，これらの諸要素が個人の信念によっ

ているいろな方法で結びついたも のである と定義してい

る。 前述の C.Geertiの分類と いささか二」 アンスを異

に している。

!vlodjokuto に住む住民の約 3 分の 1 が,~fi業に従事して

いるが，かれらは階級的には上流階級に入らない ことを

指摘している 0 Deweyによると，上流階級は政府職員，

教i:IIi，警察宜，軍人；および労働組合，政党，各種団体等

の指導者であって，その甚準はかれらが教毀があり，進

歩的であり ，さらに民放的な近代的な牛括形態に順応し

ている，というとこ るにおいているのである。こ のカテ

91 



書評

ゴリーに麻人階級が人ってこない。

廂人階級は市場にはたらく商人はエリート ・グルーフ

に入らない， しかし，富裕な市場麻人は市場内での別個

の高い杓敬される subclassを構成する， とのべている。

この種甜人には Batik（吏沙）を扱う富裕な麻人が入る。

これに対して客細なI惰人は数は非祁に多いが，グループ

としての強いlill粘を持たず，また文字を知る者は少ない。

しかし政治意識は泊jまりつつあるが，一般には梢極性に

とぼしい，伝統的な世界にとじこもっている人々である。

これらの零細な商人はi(IL緑の糾柑・にもと づく農業社会の

統ーをもたない社会を構成している，と のべている。

VI 

以上が， Modjokut(）をめぐる経済0.)J店本的な問題をと

りあげた部分であって，以ドに 5日市制とそれに関係し

た事項，市場における対人関係についてのべている。

さらに Modjokuto(J）市場を中心として観察した交換

のバタ ーンとIi0人0)型について総倫的にのべてから，特

に廂人の型と収引について細かい説明を展開している。

すなわち， 小規模取りI,大規模取引，園芸作物その他食

料品取り 1の各章においてそれぞれの型について， 次にIli

場と密着して{!=.活し，またこ 0)・市場を辿じて梢費者大衆

との結びつきをもって市場の一••隅に必ず居る食物凰戦

人の生活， さらに股村家l’i．工業の製品，｝JII工品の収1）|19..::.

ついて女性らしい細かな調在の結果を発表している。

そ してこの市場における取引は仲介人としての hakul

の役割と機能を中心として，前述した三つの取り1につい

ての説明が行なわれているのである。

Deweyはこの bakulを中心とした市場i灼人の型につ

いて次の六つの型を定義してい る。すなわち，（1)「第 1

段階運搬人」， （2)「仲介人」， （3)「第 2段階運搬人」，（4)

Makelar（プローカー），（5）二輪牛車所有者および oplet

（小型乗合バス）所有者，および(6)行荊人である。第 1段

階運搬人は農家の庭先から集荷運搬を行なう筋人のグル

ープである。仲介人は第 1段階運搬人が集荷運搬して市

場に搬入した農作物および農村工業製品の買取りおよび

巡回商人，工場代理人，輸入代理店，華商から製造工業

品の買取り，およびこれらの買取り商品の卸売りを行な

ぅ，ジャゾ ii{teBakulとよばれる。第 2段階連搬人は

bakulから卸売り商品を買取り，他の市場へ運搬してそ

この bakulvこ売り 付けることを行なう商人である。

Makelarは村格内の農産物の買付け，買付けに商liiしのlti'

蔵 他市場への愉送を行なう。ジャツにおける村落内の
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収iJIの大部はかAしらが行な っている。二輪牛車所有者，

小型乗合パス所布者はii'(h'1|＼愉送のために車輌の賃貸を行

なう。小而人は hakul,辿搬人，ー！［（商， ：．l＿,．場代理人から

廊品を買い農村の戸「1行廂を{iなう 。

これらの（う稲0)前人と迎搬業者がiiiElに・I.h場に出人 し

・c廂，III!，o.）＇)じ買 を`行なう。＇との 取り1の規校により 小規校の

各様のバタ ーンがみられる。小規校収り1で1,、よその代表的

なものが農村における米以外のすべての腹産物 (polowi-

rljo)の収引であり，これを収扱う bakulの実体について

明らかにしている。

大規模収リ1という 苫疫に9)いての Dewey//)限定によ

ると，全面的に市場l}、J1秘月であり，主た‘常に重要な換金

作物の卸売り］・1幻 lであると規定している。この意のなか

で11妙 IO)散の変化としヽう hìiにおいて， Deweyはジャ 'J

人のiii'場における位ittにつし、℃―，「収J|が小規模から,1湛規

模にさらに大規校へと変化するとその経‘}玲はジャ ＇1人に

残されるも のが減少する。しばしば最大規検の取＇ J|では

犯荷，｝JII_―1:,11111狐付け，包装(J)はじめの段階だけをジャ

ツ人がitl．っている。戦1iijはこの仕事の多くは坐僑あるい

はJ,9E僑のために働くジャ＇）人によって行なわれたもので

あったが，現在はジ ャヅ商人に移される傾向が強祖 って

いる。そして市）易内段階のJ人が1，厄府の手にある。」と戦後

の経済ナシ ョナ リズムの隊楊によってii¢僑が地方市）劫で

後退しその史椛がジャソ佃人に移りつつあることを述べ

ている。このこ とはイン ドネシアにおける民族資本の形

成が末端段階においても逐次進行しつつあることを物語

っているとみることができよう。

また華裔がこの末端段階の市場で一般的には後退しつ

つある姿をとらえ，ま た一面には華僑がその残った分野

においてなお大規模な取引の担い手であることを明らか

にして剖'£僑の経済力が依然と して強いことを物語ってい

る。

市場でljJ(引される廂品のうち股村から出荷される物以

外の小工業製品，翰入i剖品の収扱い祁人について論文0)

厳後の部分でとりあげている。小工業製品の製造の担い

手が禅｛喬であることをあげている。殊にジャワ人の生活

に密着した JavaBalickが蔀僑資本によってジャワ人の

賃金労働によ って作られるものである。この製品が末端

の市場に入るときいくつかの方法でジ ャゾ人の bakulの

手をへて消費者に売られる過程を明らかにしている。

論文の最後の部分におけるいま一つの課題は市場に寄

生する戦人，飲食店，行麻等の零細な業者の実体を屈）iii. 

に説明している。ジャツ語で tukangとよばれる戦人に



は仕立艇， ｝未屋，金屈職人，革戦人，靴屋，大工， Fl転

車修理工等の職人がその材料を手に入れる場として， ま

たその作品を売る場としての Pasarに寄生している姿を

分析 している。 そしてこ れらの職人の大部分が社会的・

経済的に貧困なグループに入るものであるとのべてい

る。

VII 

以上で Deweyのジャワの農民牛活をめぐる商品の流

通を中心とした研究についての，いたって概括的な紹介

を終わるこ ととする。こ の Deweyの研究に密接な関係

のある C.Geertzについて筒．iれにふれることとする。

C. Geertzの前述の労作の一つである， The Social 

Context of Economic Change: An Indonesian Case 

Studyにあらわれた “TheMarket Sector"の項におけ

四Modjohutoの町における商業階級の分類と の関辿I’こ

ふれる。 Gcertzは町全体を一つの PasRrと考えて筋業

取 り引き関係の全ネ ットワ ークにおける 四つのグ）レー

プ，すなわち，（1）奢移的な絨維製品 (Batik)簡人の小グ

）レー プ，（2）半戦業的な農村あるいはIll・［の小規模商人のグ

ループ，（3）職業的な商人グループ，（4）仰商をあげている。

この研究は前述の Deweyの研究の対象であった(2)お よ

び(3)を包含していることはも ちろんである。この Geertr,

の研究にあげられた四つのグループの中の二つのグルー

プ，響,1- なわち，（1）のパティク商人と (2)の―,l'€商 I’こつ いて，

書評

i自接の研究対象でないために深く堀りさげなかったのか

もしれないが，ジャワ商人と華商の関係についての一段

深い研究が望ましかった。

このことは，こ の研究の中ごろで取り あげられている

が，論文の最後の項における「商業バタ ーンの意義」 の

項にあらわれているジャワ商人が卸売換金作物取り 引き

において華商の競争相手と して出現するにいた ったと の

べているように， ジャワ商人の資本荼梢が進行し，華商

にとっ て強い競争相手となろう としている事実があるか

らである。

Deweyはこれについて， さらに「 ジャ ワ商人が資本を

荼梢し， 大規模卸売を行なうように組織されると，ジャ

ワ商人は輸入業者に旗接取 り引きでき，また卸売価格で

大量：商品の購入ができ， これにようて利益マー ジンを削

祓せずに雖商と競争できた」と のべている。これは1950

年以後のいわゆる13enteng方式によ る民族資本に よる輸

入業者育成の政策と関連があることで，政府の民族資本

育成政策が大は貿易商の段階から下は農村商人にいたる

までに瀬次浸透しつつあることを物語 っている といえ

る。

華僑の研究についてもこの点からの分析が少ないので

あるから， これが追求されたら非常に賞重なものである。

もちろん， この研究が対象と する農村，小部市の ジャ ワ

商人の研究も貨:11¥であるが。

（アジ ア経済研究所調森研究部l.III’'1闘令且 ・),1'.： 浮ー）
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